
(57)【要約】

【課題】配水管の任意箇所の水質検査又は漏水検査が可

能で、配水管内に溜まった錆こぶ除去も可能な内視鏡の

提供。

【解決手段】配水管２内の状況を観察するための内視鏡

１である。ケーブル４は、長手方向に沿って中空部５を

有した硬質ホース状である。ケーブル４の中空部５を介

して、カメラヘッド３側に設けられた採水口１０からの

水が、配水管２の外部に導出可能とされており、水質検

査に利用される。採水口１０よりも前方に、配水管２内

の錆こぶ等を除去するためのカッター刃を回転可能に設

けてもよい。カメラヘッド３に耐水性のマイクを取り付

ければ、音調によって漏水検査ができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 で あ っ て 、
ケ ー ブ ル は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 空 部 を 有 し た 硬 質 ホ ー ス 状 に 形 成 さ れ て お り 、
こ の ケ ー ブ ル の 中 空 部 を 介 し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド 側 に 設 け ら れ た 採 水 口 か ら の 水 が 、 配 水 管
の 外 部 に 導 出 可 能 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 配 水 管 内 の 調 査 用 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 を 構 成 す る た め に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前
記 採 水 口 を 備 え る と 共 に 、 前 記 ケ ー ブ ル が 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 配 水 管 用 採 水
具 。
【 請 求 項 ３ 】
配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 で あ っ て 、
ケ ー ブ ル は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 空 部 を 有 し た 硬 質 ホ ー ス 状 に 形 成 さ れ て お り 、
こ の ケ ー ブ ル の 中 空 部 を 介 し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド 側 に 設 け ら れ た 採 水 口 か ら の 水 が 、 配 水 管
の 外 部 に 導 出 可 能 と さ れ 、
カ メ ラ ヘ ッ ド に は 、 前 記 採 水 口 よ り も 前 方 に 、 配 水 管 内 の 錆 こ ぶ 等 を 除 去 す る た め の カ ッ
タ ー 刃 が 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、
こ の カ ッ タ ー 刃 に て 除 去 さ れ た 錆 こ ぶ 等 を 含 ん だ 水 は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 配 水 管 の 外 部 に
導 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 配 水 管 内 の 調 査 用 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 を 構 成 す る た め に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前
記 カ ッ タ ー 刃 及 び 採 水 口 を 備 え る と 共 に 、 前 記 ケ ー ブ ル が 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 配 水 管 用 錆 こ ぶ 除 去 具 。
【 請 求 項 ５ 】
配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 で あ っ て 、
カ メ ラ ヘ ッ ド に は 、 耐 水 性 の マ イ ク が 設 け ら れ 、
こ の マ イ ク か ら の 音 声 情 報 は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル を 介 し て 配 水 管 の 外 部 に 導 出 可 能 と さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 配 水 管 内 の 調 査 用 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ メ ラ ヘ ッ ド は 、 配 水 管 に 接 続 さ れ た 消 火 栓 か ら 配 水 管 内 に 差 し 込 ま れ 、
カ メ ラ ケ ー ブ ル は 、 消 火 栓 に 対 し 水 密 状 態 に 進 退 可 能 と さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ３ 、 又 は 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 配 水 管 内 の 調 査
用 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に 関 し 、 特 に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド の あ る 位
置 に お け る 水 質 検 査 、 錆 こ ぶ 除 去 、 漏 水 検 査 な ど を 行 う こ と の で き る 内 視 鏡 に 関 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 発 明 の 背 景 】
本 件 発 明 者 は 、 先 に 、 消 火 栓 を 利 用 し て 、 内 視 鏡 で 上 水 道 配 水 管 内 の 状 況 や 水 質 な ど を 不
断 水 で 観 察 す る こ と を 発 明 し 、 既 に 特 許 出 願 を 済 ま せ て い る （ 特 願 ２ ０ ０ １ － １ ５ ５ ３ ０
３ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ が 、 こ の 先 の 出 願 の 発 明 は 、 水 質 検 査 を 行 う 場 合 、 消 火 栓 の 箇 所 か ら だ け 採 水 で き
る も の で あ っ た 。 そ の た め 、 配 水 管 内 の 任 意 の 場 所 で 、 そ の 場 所 の 水 質 を 検 査 す る こ と は
で き な か っ た 。 ま た 、 配 水 管 内 の 状 況 は 、 内 視 鏡 に て 見 る こ と は で き る が 、 漏 水 検 査 は 、
よ り 多 角 的 な 観 点 で 行 う の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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さ ら に 、 配 水 管 内 に は 、 長 年 の 使 用 で 錆 こ ぶ な ど が 存 在 す る 部 分 が あ り 、 水 質 の 悪 化 や 、
流 量 の 制 限 な ど を も た ら す も の で あ っ た 。 そ こ で 、 配 水 管 内 の 状 況 を 内 視 鏡 で 観 察 し つ つ
、 必 要 に よ り 錆 こ ぶ な ど を 除 去 で き れ ば 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 主 た る 目 的 は 、 配 水 管 内 の 任 意 箇
所 の 水 質 検 査 や 漏 水 検 査 を 可 能 と し 、 ま た 配 水 管 内 に 溜 ま っ た 錆 こ ぶ な ど の 除 去 を 可 能 と
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡
で あ っ て 、 ケ ー ブ ル は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 空 部 を 有 し た 硬 質 ホ ー ス 状 に 形 成 さ れ て お り
、 こ の ケ ー ブ ル の 中 空 部 を 介 し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド 側 に 設 け ら れ た 採 水 口 か ら の 水 が 、 配 水
管 の 外 部 に 導 出 可 能 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 配 水 管 用 採 水 具 は 、 上 記 内 視 鏡 を 構 成 す る た め に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に 着 脱 可
能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 採 水 口 を 備 え る と 共 に 、 前 記 ケ ー ブ ル が 取 り 付 け ら れ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 配 水 管 内 の 状 況 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 で あ っ て 、 ケ ー ブ ル
は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 空 部 を 有 し た 硬 質 ホ ー ス 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の ケ ー ブ ル の 中
空 部 を 介 し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド 側 に 設 け ら れ た 採 水 口 か ら の 水 が 、 配 水 管 の 外 部 に 導 出 可 能
と さ れ 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に は 、 前 記 採 水 口 よ り も 前 方 に 、 配 水 管 内 の 錆 こ ぶ 等 を 除 去 す る た
め の カ ッ タ ー 刃 が 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 こ の カ ッ タ ー 刃 に て 除 去 さ れ た 錆 こ ぶ 等 を 含 ん だ
水 は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 配 水 管 の 外 部 に 導 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 配 水 管 用 錆 こ ぶ 除 去 具 は 、 上 記 内 視 鏡 を 構 成 す る た め に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に
着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 カ ッ タ ー 刃 及 び 採 水 口 を 備 え る と 共 に 、 前 記 ケ ー ブ ル が 取
り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 カ メ ラ ヘ ッ ド に は 、 耐 水 性 の マ イ ク が 設 け ら れ 、 こ の マ イ ク か ら の 音 声 情 報 は 、 カ
メ ラ ケ ー ブ ル を 介 し て 配 水 管 の 外 部 に 導 出 可 能 と し て も よ い 。 ま た 、 前 記 カ メ ラ ヘ ッ ド は
、 配 水 管 に 接 続 さ れ た 消 火 栓 か ら 配 水 管 内 に 差 し 込 ま れ 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル は 、 消 火 栓 に 対
し 水 密 状 態 に 進 退 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 各 内 視 鏡 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 内 視 鏡 な ど に つ い て 、 実 施 例 に 基 づ き 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 図 で あ り 、 一 部 を 断 面 に し て 示 し て い る 。 ま
た 、 図 ２ は 、 図 １ の 内 視 鏡 の 左 側 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 本 実
施 例 の 内 視 鏡 １ は 、 配 水 管 ２ 内 の 水 質 検 査 に 利 用 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 内 視 鏡 １ は 、 先 端 部 に カ メ ラ 本 体 や ラ イ ト を 内 蔵 さ れ た カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 備 え 、 こ の
カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 基 端 部 に は 、 カ メ ラ 本 体 で 撮 影 さ れ た 画 像 情 報 を 配 水 管 外 へ 導 出 す る た
め の ケ ー ブ ル ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 側 に て 採 水 し た 水 を 、 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 配 水 管
外 へ 導 出 可 能 と さ れ て い る 。 そ の た め に 、 本 発 明 の ケ ー ブ ル ４ に は 、 ケ ー ブ ル ４ の 長 手 方
向 に 沿 っ て 中 空 部 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ケ ー ブ ル ４ は 、 配 水 管 ２ に 対 し て ケ ー
ブ ル ４ を 進 退 さ せ る こ と で 、 配 水 管 ２ 内 で カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う
に 、 や や 硬 質 の ホ ー ス 状 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 ケ ー ブ ル ４ の 外 周 面 は 、 平 滑 に 形 成 さ
れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
具 体 的 に は 、 ケ ー ブ ル ４ は 、 例 え ば 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う な 断 面 形 状 の も の を 使 用 す る こ
と が で き る 。 図 示 例 の ケ ー ブ ル ４ の 場 合 、 三 層 構 造 の 中 空 パ イ プ 状 と さ れ て い る 。 つ ま り
、 ケ ー ブ ル ４ の 中 央 部 に は 、 ケ ー ブ ル ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 丸 穴 を 形 成 す る よ う パ イ プ 状
の 芯 材 ６ が 通 さ れ て お り 、 こ の 芯 材 か ら な る 内 層 ６ の 外 周 部 に 、 Ｆ Ｒ Ｐ な ど か ら な る 中 間
層 ７ が 配 置 さ れ 、 こ の 中 間 層 ７ の 外 周 面 が 樹 脂 な ど で コ ー テ ィ ン グ さ れ て 外 層 ８ が 形 成 さ
れ て い る 。 中 間 層 ７ に は 、 カ メ ラ 本 体 か ら の 画 像 情 報 を 伝 送 し た り 、 カ メ ラ 本 体 を 制 御 し
た り す る た め の 電 線 ９ が 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
或 い は 、 ケ ー ブ ル ４ は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な 断 面 形 状 の も の を 使 用 し て も よ い 。 こ の
例 の 場 合 、 や や 大 径 の 円 筒 状 の 芯 材 ６ の 中 空 穴 ５ に 、 従 前 の カ メ ラ ケ ー ブ ル と 同 様 の ケ ー
ブ ル 本 体 （ 電 線 ） ９ が 通 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 本 体 ９ は 、 複 数 本 の 電 線 が 樹 脂 で 束 ね
ら れ て な る 。 こ の ケ ー ブ ル 本 体 ９ は 、 芯 材 ６ の 中 空 穴 ５ よ り も 十 分 に 小 径 で あ る か ら 、 芯
材 ６ 内 周 面 と ケ ー ブ ル 本 体 ９ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 に 、 水 を 通 す こ と が 可 能 と さ れ て い る
。 な お 、 芯 材 ６ の 外 周 面 は 、 中 間 層 ７ を 介 し て 、 そ の 外 周 面 を コ ー テ ィ ン グ ８ さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に は 採 水 口 １ ０ が 設 け ら れ 、 こ の 採 水 口 １ ０ は 上 記 ケ ー ブ ル ４ の 中 空 部 ５
へ 連 通 し て 、 採 水 口 １ ０ か ら の 水 を ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 配 水 管 ２ 外 へ 導 出 可 能 と さ れ て い
る 。 採 水 口 １ ０ は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 自 体 に 形 成 し て も よ い が 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に 対 し 採 水
具 １ １ を 着 脱 可 能 に 設 け 、 そ の 採 水 具 １ １ の 採 水 口 １ ０ と ケ ー ブ ル ４ の 中 空 部 ５ を 接 続 す
る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 例 で は 、 採 水 口 １ ０ が 形 成 さ れ た 採 水 具 １ １ は 、 ケ ー ブ ル ４ 先 端 部 に 予 め 設 け ら れ
て お り 、 そ の 採 水 具 １ １ を カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け て 使 用 す る 構 成 と さ れ て
い る 。 そ の 際 、 採 水 具 １ １ の 採 水 口 １ ０ は 、 ケ ー ブ ル ４ の 中 空 部 ５ と 、 直 接 に 又 は チ ュ ー
ブ 等 を 介 し て 間 接 的 に 連 通 さ れ る 。 採 水 具 １ １ は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 基 端 部 か ら 、 カ メ ラ ヘ
ッ ド ３ に 装 着 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 基 端 部 か ら キ ャ ッ プ す る よ う に 、 採
水 具 １ １ を 装 着 す る こ と で 、 ケ ー ブ ル ４ の 電 線 ９ は カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る
一 方 、 採 水 具 １ １ の 採 水 口 １ ０ が 例 え ば カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 先 端 側 に 開 口 し て 配 置 さ れ る 。 な
お 、 採 水 口 １ ０ に は 、 ゴ ミ な ど の 吸 込 み を 防 止 す る た め の ス ト レ ー ナ １ ２ を 設 け て も よ い
。 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 採 水 口 １ ０ に メ ッ シ ュ を 設 け る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ り 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 外 周 部 に 採 水 具 １ １ が 装 着 さ れ 、 そ の 先 端 面 に は 、 周 方 向
に 沿 っ て 採 水 口 １ ０ が 環 状 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 先 端 側 に 開 口 し た 略 筒 状 の 採 水 具 １ １ の
ケ ー ス は 、 先 端 側 が 二 重 の 筒 状 と さ れ て お り 、 両 筒 体 １ ３ ， １ ４ 間 は 、 周 方 向 複 数 箇 所 に
設 け ら れ た 脚 部 １ ５ に て 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 両 筒 体 １ ３ ， １ ４ 間 の 隙 間 が
、 採 水 口 １ ０ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 そ の 採 水 口 １ ０ の 基 端 部 は 、 ケ ー ブ ル ４ の 中 空 部 ５ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 カ
メ ラ ヘ ッ ド ３ に 採 水 具 １ １ を 取 り 付 け た 状 態 で は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 先 端 部 か ら や や 基 端 側
の 位 置 に 、 採 水 具 １ １ の 先 端 部 が 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 撮 影 時 に 採 水 具 １ １ が 、 カ メ
ラ の 視 野 を 狭 め る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 構 成 の 内 視 鏡 １ は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 側 か ら 、 消 火
栓 １ ６ の 口 金 １ ７ を 介 し て 配 水 管 ２ 内 に 水 密 状 態 で 差 し 込 ま れ る 。 そ し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド
３ の あ る 位 置 で 、 配 水 管 ２ 内 の 状 況 を 撮 影 し て 観 察 し た り 、 そ の 位 置 で の 水 を 採 取 し て 水
質 検 査 し た り す る の に 利 用 さ れ る 。 消 火 栓 １ ６ に 対 し て ケ ー ブ ル ４ を 進 退 さ せ る こ と で 、
配 水 管 ２ に 沿 っ て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 位 置 を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め に 、 ケ ー
ブ ル ４ は 、 比 較 的 剛 性 を 有 し た も の と さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
内 視 鏡 １ は 、 消 火 栓 １ ６ に 着 脱 可 能 に 設 置 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 器 １ ８ を 用 い て 、 配 水 管 ２ に
水 密 状 態 で 差 し 込 ま れ る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う な 内 視 鏡 挿 入 器 １ ８ を 利 用 し て 、 配 水
管 ２ に 内 視 鏡 １ （ カ メ ラ ヘ ッ ド ３ ） を 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ の 内 視 鏡 挿 入 器 １ ８ は 、
下 端 部 を 消 火 栓 １ ６ の 口 金 １ ７ に 接 続 さ れ て 設 置 さ れ る 外 筒 １ ９ と 、 そ の 外 筒 １ ９ 内 に 配
置 さ れ て カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 移 動 可 能 と す る カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ と 、 そ の カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ を
上 下 動 さ せ る 送 り 棒 ２ １ と 、 外 筒 １ ９ の 上 端 部 に 設 け ら れ 内 視 鏡 ケ ー ブ ル ４ 及 び 送 り 棒 ２
１ を 外 部 へ 水 密 状 態 で 導 出 可 能 と し た パ ッ キ ン ２ ２ を 備 え る 。 カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ の 下 端 部
に は 、 上 下 動 可 能 に ガ イ ド 棒 ２ ３ が 設 け ら れ 、 カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ の 側 壁 に は 、 略 く の 字 形
の ガ イ ド 板 ２ ４ の 上 端 部 が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 筒 １ ９ の 下 端 部 に は 、 消 火 栓 １ ６ の 口 金 １ ７ へ の 装 着 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ は 消 火
ホ ー ス の 端 部 と 同 様 の 構 成 と さ れ て い る 。 よ っ て 、 ワ ン タ ッ チ で 消 火 栓 １ ６ の 口 金 １ ７ に
、 外 筒 １ ９ 下 端 部 を 水 密 状 態 で 取 り 付 け る こ と が で き る 。 カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ 下 端 部 に 保 持
さ れ た ガ イ ド 棒 ２ ３ は 、 普 段 は 重 力 に よ っ て 下 方 へ ぶ ら さ が っ た 状 態 と さ れ て い る が 、 送
り 棒 ２ １ で カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ を 下 方 へ 押 し 込 ん で 、 ガ イ ド 棒 ２ ３ 下 端 部 が 着 地 し た 後 に は
、 更 に 送 り 棒 ２ １ を 下 方 へ 押 し 込 む こ と で 、 送 り 棒 ２ １ は そ の 長 さ 分 だ け 相 対 的 に 上 方 へ
押 し 上 げ 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
略 く の 字 形 の ガ イ ド 板 ２ ４ は 、 上 方 の 一 片 ２ ４ ａ が 、 板 ば ね ２ ５ を 介 し て カ メ ラ ガ イ ド ２
０ の 内 周 側 面 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 状 態 で は 、 ガ イ ド 板 ２ ４ の 下 方 の 他 片 ２ ４ ｂ は 、 カ メ
ラ ガ イ ド ２ ０ の 径 方 向 内 側 に 向 け た 状 態 と さ れ る 。 そ し て 、 ガ イ ド 棒 ２ ３ が 上 方 へ 押 し 上
げ ら れ た 際 に は 、 ガ イ ド 板 ２ ４ の 他 片 ２ ４ ｂ が 上 方 へ 押 し 上 げ ら れ る の で 、 ガ イ ド 板 ２ ４
の 他 片 ２ ４ ｂ が 略 水 平 状 態 と な る ま で 、 ガ イ ド 板 ２ ４ は 移 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 構 成 で あ る か ら 、 内 視 鏡 挿 入 器 １ ８ を 用 い れ ば 、 消 火 栓 １ ６ に 対 し て 略 垂 直 に
接 続 さ れ た 配 水 管 ２ に 対 し 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ま
ず 、 外 筒 １ ９ の 下 端 部 を 消 火 栓 １ ６ の 口 金 １ ７ に 取 り 付 け る 。 次 に 消 火 栓 １ ６ の バ ル ブ を
開 け る 。 こ れ に よ り 、 外 筒 １ ９ 内 は 水 で 満 た さ れ る が 、 外 筒 １ ９ の 上 端 部 に は パ ッ キ ン ２
２ が 設 置 さ れ て い る の で 、 外 部 へ 水 が 漏 れ る 心 配 は な い 。 カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ 内 に は 、 予 め
カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 配 置 し て お き 、 そ の ケ ー ブ ル ４ と 送 り 棒 は 、 水 密 状 態 で パ ッ キ ン ２ ２ か
ら 外 筒 １ ９ 外 部 へ 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ の 状 態 で 、 送 り 棒 ２ １ を 押 し 込 み な が ら カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ を 配 水 管 ２ の 底 に 達 す る 位 置
ま で 下 げ て い く 。 配 水 管 ２ の 底 に ガ イ ド 棒 ２ ３ の 下 端 部 が 到 達 し て も 、 そ の ガ イ ド 棒 ２ ３
を 上 方 へ 押 し 上 げ な が ら 、 さ ら に カ メ ラ ガ イ ド ２ ０ を 下 方 へ 押 し 下 げ る こ と が で き る 。 こ
れ に 伴 い 、 ガ イ ド 板 ２ ４ は 保 持 さ れ て い る 一 端 部 ２ ４ ａ 上 端 を 中 心 に し て ガ イ ド 棒 ２ ３ に
よ り 略 水 平 に な る ま で 押 し 上 げ ら れ て い く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ れ か ら 、 ケ ー ブ ル ４ を 押 し 込 み な が ら カ メ ラ ヘ ッ ド ３ を 配 水 管 ２ 内 に 進 入 さ せ て い く 。
こ の と き カ メ ラ ヘ ッ ド ３ は 、 ガ イ ド 板 ２ ４ に 沿 っ て 送 り た い 方 向 に 確 実 に 進 入 さ せ る こ と
が で き る 。 カ メ ラ ケ ー ブ ル ４ の 基 端 部 に は 、 モ ニ タ ー や 録 画 機 器 を 取 り 付 け て お く 。 モ ニ
タ ー を 付 け た 場 合 に は 、 カ メ ラ で 撮 影 し た 画 像 を 見 な が ら 、 ケ ー ブ ル ４ の 進 退 操 作 を 行 う
こ と が で き る 。 な お 、 ケ ー ブ ル ４ が 巻 か れ て い る ド ラ ム に 、 ケ ー ブ ル 長 セ ン サ ー を 取 り 付
け て お け ば 、 挿 入 さ れ て い る ケ ー ブ ル ４ の 長 さ が 分 か り 、 撮 影 位 置 を 容 易 に 把 握 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
と こ ろ で 、 ケ ー ブ ル ４ は 外 筒 １ ９ 内 に 押 し 込 ま れ る 前 に 、 オ ゾ ン 滅 菌 装 置 を 通 過 す る こ と
で 、 例 え ば 路 上 に 落 ち て い る 犬 の 糞 な ど に 接 触 し た と し て も 、 配 水 管 ２ 内 に 雑 菌 を 持 ち 込
む こ と が な く 安 全 に 作 業 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ に は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に 採 水 口 １ ０ が 設 け ら れ 、 そ こ か ら の 水 は 、 ケ
ー ブ ル ４ を 介 し て ケ ー ブ ル 基 端 側 に て 採 取 可 能 と さ れ て い る 。 な お 、 採 水 は 、 配 水 管 ２ 内
の 水 圧 に よ っ て 、 ケ ー ブ ル 基 端 側 に 溢 れ 出 る こ と で も な し 得 る が 、 ケ ー ブ ル 基 端 側 に ポ ン
プ ２ ６ を 設 け て お き 、 強 制 的 に 吸 引 し て 採 水 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
採 取 さ れ た 水 は 、 水 質 監 視 計 な ど に 送 ら れ る 。 そ し て 、 例 え ば 誘 電 率 、 色 度 、 濁 度 、 ｐ Ｈ
や 残 留 塩 素 な ど が 測 定 さ れ る 。 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 位 置 を 適 宜 に 変 化 さ せ る こ と で 、 任 意 の
位 置 （ カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の あ る 位 置 ） の 水 を 採 取 し て 、 そ の 位 置 の 水 質 を 検 査 す る こ と が で
き る 。 な お 、 水 質 監 視 計 や 、 カ メ ラ に よ る 撮 影 や 録 画 の 機 器 は 、 車 両 に 搭 載 お き 、 ケ ー ブ
ル ４ を そ れ ら 機 器 に 接 続 す る こ と で 、 現 場 で の 測 定 が 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 １ の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ は 、 配 水 管
２ 内 の 錆 こ ぶ ２ Ｘ の 除 去 に 利 用 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ は 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 、 中 空 部 ５ を 有 す る ケ ー ブ ル ４ が 使 用 さ れ る
と 共 に 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に は 、 採 水 口 １ ０ を 備 え る 採 水 具 １ １ が 取 り 付 け ら れ る 。 本 実 施
例 の 採 水 具 １ １ は 、 錆 こ ぶ ２ Ｘ を 除 去 す る た め の カ ッ タ ー 刃 が 設 け ら れ た 錆 こ ぶ 除 去 具 と
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
錆 こ ぶ 除 去 具 １ １ は 、 先 端 側 に 開 口 し て 採 水 口 １ ０ が 形 成 さ れ る 一 方 、 そ の 採 水 口 １ ０ と
ケ ー ブ ル ４ の 中 空 部 ５ と は 連 通 し て い る 。 採 水 口 １ ０ に は 、 カ ッ タ ー 刃 ２ ７ が 備 え ら れ て
い る 。 本 実 施 例 で は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 周 方 向 に 沿 っ て カ ッ タ ー 刃 ２ ７ が 設 け ら れ て お り
、 こ れ ら は カ メ ラ ヘ ッ ド ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 回 転 可 能 と さ れ て い る 。 な お 、 複 数 枚 の カ ッ
タ ー 刃 ２ ７ を 設 け 、 各 カ ッ タ ー 刃 ２ ７ が そ の 取 付 位 置 で 、 そ れ ぞ れ 単 独 に 回 転 可 能 な 構 成
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
カ ッ タ ー 刃 ２ ７ は 、 回 転 時 に 配 水 管 ２ を 傷 付 け な い よ う 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、
錆 こ ぶ 除 去 具 １ １ の 外 筒 １ ３ の 外 周 面 よ り 、 僅 か に 内 周 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 カ ッ
タ ー 刃 ２ ７ の 切 刃 部 ２ ７ ａ を 、 外 周 側 で は な く 、 先 端 側 に 向 け て 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て
、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 外 周 に 沿 っ て カ ッ タ ー 刃 ２ ７ を 回 転 さ せ て も 、 配 水 管 ２ を 傷 付 け る お そ
れ は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
内 視 鏡 １ に よ る 観 察 で 、 配 水 管 ２ の 内 面 に 錆 こ ぶ ２ Ｘ な ど が 発 見 さ れ た 場 合 、 ケ ー ブ ル ４
を 介 し た 遠 隔 操 作 で カ ッ タ ー 刃 ２ ７ を 回 転 さ せ れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 錆 こ ぶ ２ Ｘ は 、 カ
ッ タ ー 刃 ２ ７ で 削 ら れ る 。 削 ら れ た 錆 を 含 む 水 は 、 採 水 口 １ ０ か ら ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 、
配 水 管 ２ 外 部 へ 排 出 す る こ と が で き る 。 そ の 際 、 ケ ー ブ ル ４ 基 端 側 で 、 ポ ン プ ２ ６ に て 強
制 的 に 吸 水 す る こ と で 、 錆 な ど の ゴ ミ は 、 確 実 に 採 水 口 １ ０ に 吸 い 込 む こ と が で き る 。 そ
の 吸 引 力 は 、 適 宜 に 設 定 さ れ る が 、 例 え ば 約 １ ． ５ ～ １ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 程 度 に 設 定 さ れ
る 。 そ し て 、 ケ ー ブ ル ４ 基 端 側 に お い て 、 ス ト レ ー ナ を 介 し て 側 溝 な ど に 水 を 捨 て れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 １ の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ は 、 配 水 管
２ 内 の 漏 水 調 査 な ど に 利 用 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 実 施 例 の 内 視 鏡 １ に は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ 基 端 部 に 、 耐 水 性 の マ イ ク ２ ８ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 例 え ば 、 防 水 マ イ ク ２ ８ を カ メ ラ ヘ ッ ド ３ に 内 蔵 、 若 し く は 着 脱 可 能 に 取 り 付 け
れ ば よ い 。 マ イ ク ２ ８ で 拾 わ れ た 音 は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 、 ケ ー ブ ル ４ 基 端 側 に
て ヘ ッ ド フ ォ ン な ど で 聞 く こ と が で き る と 共 に 、 各 種 装 置 に て 録 音 す る こ と も 可 能 で あ る
。 録 音 す る 場 合 に は 、 内 視 鏡 １ に よ る 画 像 の 録 画 時 に 、 同 時 に 録 音 す る こ と も で き る 。 つ
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ま り 、 画 像 と 音 声 を 対 応 さ せ て 記 録 、 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
マ イ ク ２ ８ に よ っ て 得 た 情 報 を 利 用 し て 、 音 調 試 験 に よ り 、 例 え ば 漏 水 箇 所 を 見 つ け る こ
と が で き る 。 そ の 際 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ３ が 配 水 管 ２ 内 面 に す れ る 抵 抗 音 や 、 水 流 に よ る 音 な
ど を 考 慮 し て 、 漏 水 か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 本 発 明 の 内 視 鏡 １ は 、 上 記 実 施 例 の 構 成 に 限 ら ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 上 記 実 施 例 で は 、 水 質 検 査 用 、 錆 こ ぶ 除 去 用 、 音 調 検 査 用 の そ れ ぞ れ 専 用 の 内 視
鏡 を 構 成 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ ら の 内 、 複 数 の 機 能 を 備 え た 内 視 鏡 と し て も よ
い 。 例 え ば 、 第 １ 実 施 例 の 水 質 検 査 用 の 内 視 鏡 に 、 耐 圧 耐 水 マ イ ク ２ ８ を 取 り 付 け る こ と
が で き る 。 ま た 、 第 ２ 実 施 例 の 錆 こ ぶ 除 去 用 の 内 視 鏡 は 、 カ ッ タ ー 刃 ２ ７ を 使 用 し な い 場
合 に は 、 水 質 検 査 用 の 内 視 鏡 と し て も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 内 視 鏡 と し て 構 成 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 内 視 鏡 と は 別
体 に 、 水 質 検 査 用 、 錆 こ ぶ 除 去 用 、 或 い は 音 調 検 査 用 の 機 器 （ 採 水 具 １ １ な ど ） を 構 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 に よ れ ば 、 配 水 管 内 の 任 意 箇 所 の 水 質 検 査 や 漏 水 検
査 が で き 、 ま た 配 水 管 内 に 溜 ま っ た 錆 こ ぶ な ど の 除 去 も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 使 用 状 態 図 で あ り 、 一 部 を 断 面 に し て 示 し て
い る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 内 視 鏡 を 配 水 管 に 挿 入 す る 際 の 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 内 視 鏡 挿 入 器 を 用 い て 、 図 １ の 内 視 鏡 を 配 水 管 に 挿 入 し た 状 態 を 示 す 概 略
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 使 用 状 態 図 で あ り 、 一 部 を 断 面 に し て 示 し て
い る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 使 用 状 態 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 内 視 鏡
２ 　 配 水 管
２ Ｘ 　 錆 こ ぶ
３ 　 カ メ ラ ヘ ッ ド
４ 　 ケ ー ブ ル
５ 　 中 空 部
１ ０ 　 採 水 口
１ １ 　 採 水 具 （ 錆 こ ぶ 除 去 具 ）
１ ２ 　 ス ト レ ー ナ
１ ６ 　 消 火 栓
１ ７ 　 口 金
１ ８ 　 内 視 鏡 挿 入 器
１ ９ 　 外 筒
２ ０ 　 カ メ ラ ガ イ ド
２ １ 　 送 り 棒
２ ２ 　 パ ッ キ ン
２ ３ 　 ガ イ ド 棒
２ ４ 　 ガ イ ド 板
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２ ５ 　 板 ば ね
２ ６ 　 ポ ン プ
２ ７ 　 カ ッ タ ー 刃
２ ８ 　 マ イ ク

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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